
企業組合の設立���フロー

第1回理事会
理事長、専務理事等の選任、
組合事務所の位置決定

【行政庁の認可要件】

行政庁は、次に該当する場
合を除いて、認可をしなけ
ればならない。
1.設立の手続きまたは定
款もしくは事業計画の内容
が法令に違反する時
2.事業を行うために必要
な経営的基盤を欠くなど、
その目的を達成することが
著しく困難であると認めら
れる時

発起人の仕事
組合員になろうとする個人が
発起人となり、定款・事業計
画・収支予算等の原案、設立
趣意書、出資引受書、設立同
意書を作成し、他の有資格者
に送付

理事の仕事
●理事は3人以上
　（個人の組合員に限定）
●監事は1人以上
●任期は3年以内で定款で
　定める期間。
　ただし、設立時の理事と
　監事は1年以内であり、
　かつ創立総会で定める期間

定款・事業計画・収支予算、
その他の議案の決定、役員
の選出

定款・事業計画・役員氏名・
住所等を記載した書類を行
政庁へ提出

※組合員たる資格を有する
　設立同意者の半数以上の
　出席、その2／3以上の
　議決で決定

※主たる事務所の
　所在地において登記

定款・規約の変更、
事業計画・収支予算
の変更

行政庁認可

出資払込請求
※現物出資も可能

（2週間以上）

（終了後遅滞なく）

（2週間以内）

通常総会（毎事業年度 1 回）
臨時総会（随時。組合員側から開催
を求める場合は総組合員の 1 ／ 5
以上の同意が必要）

設立登記（組合成立）

発起人会（4 人以上）

創立総会の開催公告

創立総会

設立認可申請

行政庁の認可

発起人から理事へ
事務引き継ぎ

※発起人と理事が異なる場合

出資払込完了

　

読
者
の
中
に
は「
企
業
組
合
」

と
い
う
文
字
を
、
初
め
て
目
に

し
た
と
い
う
�
�
�
�
�
�
�
�

人も

い
るだろ


う
。

実
際
、
知
名
度
の
点
で
は
、
�株

式
�
�
�

会社や


N
P
O
法
人
�
�
�

などよ



り
は
劣
�
��

�
�
�
�
��


っ
て
い
�
�
�
�
��


る。だが



、
企

業
組
合
は
、
間
違
い
な
く
独
立

の
受
け
皿
と
なる

法
人
で
あ

り
、
設
立
件
数
も
従
来
と
比
し

て
大
き
く
伸
び
て
い
る。

何
よ

り
国
の
創
業
支
援
施
策
の
一
環

企業組合設立の
ための

基礎マニュアル

企
業
組
合
と
は
何
か
？

な
ぜ
独
立
に
向
く
の
か
？

あ
る。

た
だ
し
、
企
業
組
合
は

設
立
に
際
し
て
�
�
�
�
�
�

都道府県



知
事

など

か
ら
�
�
���


�
�
�

認可

を
受
け
る必要



が
あ
り
、
実
施
し
よ
う
と
し
て

い
る事

業
に
照
ら
し
て
、
出
資

額
が
過
少
だ
と
認可

行
政
庁
か

ら
判
断
さ
れ
れ
ば
、
設
立
が認


め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る。な



の
で
、
設
立
認可

申
請
に
当
た

っ
て
は
、
事
前
に
、
企
業
組
合

など

各
種
組
合
�
�
���



法
人���




の
設
立･

運
営
を
支
援
す
る
「
中
小
企
業

団
体
中
央
会
」
に
出
向
い
て
相

談
し
た
ほ
う
が
い
い
。

　

ま
だ
ま
だ
企
業
組
合
の
メ
リ

ッ
ト
は
あ
る。
出
資
者
で
あ
り
、

勤
労
者
で
あ
る
と
い
う
立
場
が
、

そ
の
ま
ま
両
方
生
き
て
く
る
点

は
特
に
魅
力
で
あ
る。

出
資
者

と
し
て
は
、
組
合
が
利
益
を
出

せ
ば
、配
当
など

の
か
た
ち
で
、

利
益
分
配
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る。

こ
の
点
は
、
利
益
分
配

を
禁
じ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人な


ど
と
異
なる

点
で
あ
る。
ま
た
、

勤
労
者
と
し
て
は
、
健
康
保
険

や
年
金
保
険
に
一
般
の
従
業
員

同
様
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、

理
事
長
や
役
員
に
就
任
し
な
け

れ
ば
、
労
災
保
険
や
雇
用
保
険

に
も
加
入
す
る
こ
と
が可

能
な

の
で
あ
る。

こ
の
点
は
、
個
人

事
業
主
など

に
比
し
て
有
利
な

保
障
と
い
え
る。


　

な
お
、
税
制
に
関
し
て
は
、

大
筋
で
会社

と
同
様
だが

、
一

部
、
印
紙
税
が
非
課
税
に
なる


など

の
優
遇
措
置
も
あ
る。


と
し
て
、
設
立
や
運
営
に
関
す

る要

件
も
03
年
か
ら
大
幅
に
緩

和
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
「
企

業
組
合
？　

�
����



�
�

聞
い
た
こ
と
�
�
な
い

か
ら
パ
ス
」など

と
軽
視
せ
ず
、

独
立
の
受
け
皿
と
し
て
、
ぜ
ひ

検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

で
は
一
体
、
企
業
組
合
と
は

ど
ん
な
法
人な

の
か
。
そ
の
名

称
を
眺
め
て
い
る
と
、「
企
業

同
士
が
集
ま
っ
て
つ
く
る
組
合

な
の
か
」
と
思
え
るが

、
実
際

に
は
反
対
で
、「
個
人が

集
ま

っ
て
ひ
と
つ
の
企
業
の
よ
う
に

活
動
が
で
き
る
組
合
」
な
の
で

あ
る。
「
企
業
的
な
組
合
」、
も

っ
と
言
え
ば
「
組
合
の
か
た
ち

を
し
た
企
業
」
と
理
解
し
て
も

い
い
だろ

う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
仲
間
を
集
め
て
事
業
を
行

う
た
め
に
あ
る
法
人
で
あ
り
、

会社

と
同
様
、
利
益
追
求
の
た

め
に
、
業
種
制
限
など

を
受
け

ず
、
自
由
に
事
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
法
人
で
あ
る。

つ
ま

り
、
企
業
組
合
と
は
、
組
合
員

と
なる

個
人が

、
自
分
た
ち
自

身
で
職
場
を
つ
く
り
出
す
こ
と

を
目
的
と
し
た
組
織
な
の
だ。


　

し
た
がっ

て
、
設
立
に
際
し

て
は
、
４
人
以
上
の
個
人
（
事

業
者
で
も
勤
労
者
で
も
主
婦
で

も
学
生
で
も
い
い
）
が
、
組
合

員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が要


件
と
なっ

て
い
る。

ま
た
、
組

合
員
の
２
分
の
１
以
上
が
組
合

事
業
に
従
事
す
る
こ
と
、一
方
、

全
従
業
員
に
占
め
る
組
合
員
の

比
率
が
３
分
の
１
以
上
で
あ
る

こ
と
も必

須
で
あ
る。


　

こ
う
い
っ
た
特
徴
は
任
意
団

体
で
あ
る
「
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
」
と
の
類
似
性
が

高
く
、
実
際
、
企
業
組
合
の
法

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
」
も
多
い
。

　

企
業
組
合
は
、
組
合
員
の
議

決
権
や
選
挙
権
が
平
等
で
あ
る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
だ。株


式

会社など



の
場
合
、
所
有
す
る

株
式
の
数
（
出
資
額
）
がも

の

を
い
う
の
は
周
知
の
と
お
り
だ

が
、
企
業
組
合
で
は
、
出
資
額

の
多
い
少
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、

組
合
員
で
あ
れ
ば
、
誰
もが

同

等
の
権
利
を
有
し
、
運
営
方
針

や
勤
務
条
件
、
人事など



に
対

し
て
、
自
由
に
発
言
す
る
こ
と

が認

め
ら
れ
て
い
る。


　

ま
た
、
企
業
組
合
も会社や




Ｌ
Ｌ
Ｐ
と
同
様
、
最
低
資
本
金

規
制
が
存
在
し
な
い
。
発
起
人

自
ら
が
、
事
業
展
開
に
適
し
て

い
る
と
判
断
す
る
出
資
金
額
で

設
立
す
る
こ
と
が可

能
な
の
で

認
可
法
人
だ
か
ら
、

各
種
の
支
援
が
充
実



NPO法人発案から設立までの流れ

NPO法人の活動17分野

保健・医療・福祉の増進1

社会教育の推進2

まちづくりの推進3

学術・文化・芸術・スポーツの振興4

環境の保全5

災害時の救援6

地域安全活動7

人権擁護・平和の推進8

国際協力9

男女共同参画社会形成の促進10

子�������ども�����の健全育成11

情報化社会の発展12

科学技術の振興13

経済活動の活性化14

職業能力の開発や雇用機会の拡充の支援15

消費者の保護16

上記の活動に関する連絡・助言・援助17

ど
ん
な
テ
ー
マ
、ど
ん
な
方
法
で
社
会
貢
献
事
業
を
行
う
の
か
、

な
ぜ
会
社
や
他
の
法
人
で
は
な
く
N
P
O
法
人
な
の
か
、

そ
れ
ら
へ
の
回
答
を
ク
リ
ア
に
し
て
お
こ
う

活
動
分
野
、活
動
目
的
、事
業
内
容
、資
金
計
画
、

組
織
、運
営
方
法
な
ど
を

し
っ
か
り
と
考
え
て
お
く

仲
間
を
集
め
て
設
立
計
画
を
検
討
・
立
案
し
よ
う
。

社
員
（
正
会
員
な
ど
N
P
O
法
人
の
構
成
員
）
を

10
人
以
上
集
め
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
！

法
人
設
立
の
意
思
を
決
定
し
た
う
え
で

議
事
録
を
作
成
す
る
。

役
員
の
選
出
も
こ
こ
で
行
う

事
務
所
が
ひ
と
つ
の
都
道
府
県
内
に
あ
る
と
き
は
、

都
道
府
県
知
事
、複
数
の
都
道
府
県
に
ま
た
が
る
と
き
は
、

内
閣
総
理
大
臣
が
所
轄
庁
と
な
る
。

申
請
前
に
窓
口
で
相
談
し
て
お
く
と
い
い

審　査

4カ月以内

縦覧期間
2カ月

2
週
間
以
内

通
知
が
郵
送
さ
れ
て
く
る
。

電
話
連
絡
し
て
く
れ
る
自
治
体
も
あ
る

2
週
間
以
内

再
度
協
議
・
修
正

修
正
・
再
申
請

異
議
申
し
立
て

設
立
登
記
・
成
立
／
届
出

従
た
る
事
務
所
の
所
在
地
で
の
登
記

事
業
計
画
の
立
案

準
備
会
発
足

設
立
総
会
開
催

認
証
の
申
請

所
轄
庁
受
理
／
公
告

認
証（
も
し
く
は
不
認
証
）

テ
ー
マ
の
発
案

定
款
、役
員
名
簿
、設
立
趣
意
書
、

事
業
計
画
書
、収
支
予
算
書
が

一
般
に
縦
覧
（
自
由
に
見
る
こ
と
）さ
れ
る

　
※
設
立
を
考
え
て
い
る
人
は
、先
輩
た
ち
の

　

書
類
を
見
て
、参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

NPO法人設立の
ための

基礎マニュアル

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
正
式
に
は

特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
い
う
。

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
以

下
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
で
定
義
さ
れ
た

法
人
で
あ
る。

し
か
し
、「
非

営
利
」
と
い
う
名
称
が
誤
解
を

生
み
や
す
く
、ま
だ
ま
だ
起
業
・

独
立
の
受
け
皿
と
し
て
理
解
さ

れ
て
い
な
い
実
情
が
あ
る。

い

わ
く「
事
業
を
す
る
の
は
ダ
メ
」

「
売
り
上
げ
が
あ
っ
て
は
ダ
メ
」

「
黒
字
は
ダ
メ
」「
給
料
を
も
ら

う
の
も
ダ
メ
」
などなど。




ち

な
み
に
こ
れ
ら
の
「
ダ
メ
」
は

全
部
不
正
解
。事

業
も
売
り
上

げ
も
、
黒
字
も
給
料
も
オ
ー
ケ

ー
で
あ
る。もっ



と
も
、
公
益

法
人会

計
で
は
、
売
上
高
や
利

益
と
は
言
わ
ず
、
資
金
収
入
や

資
金
残
高
など

の
呼
び
方
を
す

る。

た
だ
し
、
収
入
か
ら
支
出

を
差
し
引
い
て
余
っ
た
資
金
を

法
人
の
関
係
者
で
分
配
す
る
の

N
P
O
法
人
、つ
ま
り

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の

「
非
営
利
」を
理
解
し
よ
う

と
難
し
い
…
…
」
と
思
う
人も


い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
丈

夫
。
本
気
で
社会

貢
献
事
業
を

考
え
て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
事

業
分
野
が
17
分
野
の
語
句
と
一

致
し
て
い
な
く
て
も
「
取
り
組

み
た
い
事
業
活
動
を“
通
じ
て
”

17
分
野
の
い
ず
れ
か
、ま
た
は
、

複
数
に
該
当
す
る
」
と
考
え
れ

ば
い
い
の
で
あ
る。


　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
手
続
き

は
煩
雑
と
思
わ
れ
て
い
るが

、

そ
れ
は
、
聞
き
な
れ
な
い
用
語

が
出
て
く
る
せ
い
も
あ
る。が

、

じ
っ
く
り
取
り
組
め
ば
困
難
な

作
業
で
は
な
い
。
し
か
し
「
さ

あ
、
活
動
開
始
だ
」
と
勢
い
込

ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
不
認
証
の

知
ら
せ
が
き
て
は
大
変
。
不
認

証
と
なる

場
合
は
、
必
ず
そ
の

理
由
が
付
さ
れ
るが

、そ
れ
が
、

書
類
上
の
不
備
で
あ
れ
ば
挽
回

も
難
し
く
は
な
い
。だが


、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
で
定
め
ら
れ
た
設
立
の

た
め
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
など

、
根
本
的
な
問
題
の
場

合
、設
立
は
大
き
く
出
遅
れ
る。


そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
内
閣

府や都道府県





の
担
当
部
局
に

相
談
に
行
き
、
不
明
点
や
気
に

なる

点
を
担
当
者
に
相
談
す
る

こ
と
。都道府県



に
よっ

て
は
、

内
容
上
の
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

る
と
こ
ろも

あ
る。


が認

め
ら
れ
て
い
る。

そ
れ
を

裏
付
け
る
の
が
税
金
。会

費
や

寄
付
、
補
助
金
など

の
収
入
こ

そ
非
課
税
だが

、
事
業
所
得
に

は
、
会社

に
対
す
る
法
人
税
と

同
じ
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る。


要
す
る
に
「
経
済
的
に
自
立
し

て
、
社会

貢
献
を
果
た
そ
う
」

と
い
う
趣
旨
だ。
し
た
がっ

て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
収
益

力
を
付
け
て
自
立
す
るも

良
し
。

会社など



、
す
で
に
営
利
活
動

を
行
っ
て
き
た
組
織
が
、
非
営

利
活
動
に
転
じ
るも

良
し
。
そ

し
て
、
起
業
・
独
立
の
受
け
皿

と
す
るも

良
し
、
で
あ
る。


　

た
だ
し
、
N
P
O
法
人
の
活

動
は
、
左
の
表
に
あ
る
1
7
分

野
に
該
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
17
分
野
に
特
定
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
特
定
非
営
利
活
動
と

い
う
わ
け
だ。
「
世
の
た
め
人

の
た
め
の
事
業
と
は
い
え
、
こ

の
分
野
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う

は
ダ
メ
。会社


組
織
で
い
う
配

当
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
だ。


実
は
、
こ
の
残
金
を
分
配
し
な

い
こ
と
を
「
非
営
利
」
と
呼
ぶ
。

　

で
は
、
分
配
さ
え
し
な
け
れ

ば
い
い
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で

は
な
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
特

定
の
個
人や

法
人
、
団
体
の
利

益
を
目
的
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

不
特
定
多
数
の
利
益
に
貢
献
す

る
こ
と
に
本
懐
が
あ
る。もっ




と
も
、
不
特
定
多
数
の
利
益
と

い
う
概
念
を
、
難
し
く
考
え
す

ぎ
な
い
こ
と
。
行
お
う
と
し
て

い
る事

業
が
「
世
の
た
め
人
の

た
め
に
なる

」と
思
う
の
な
ら
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
会社

組
織
、
ど

ち
ら
を
選
ん
で
も
い
い
。実
際
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
公
益
法
人な


が
ら
、
会社

に
近
い
事
業
活
動

社
会
貢
献
型
の
事
業
で

独
立
を
目
指
す
人
に
も

ピ
ッ
タ
リ
の
活
動
母
体

設
立
の
要
件
に

抵
触
す
る
こ
と
は
な
い
か
？

申
請
前
に
確
認
＆
相
談
を

独立形態の選択



出店地域のチェックポイント

コンセプトから開業までをサポートする店舗プロデュース会社

チェックのキーワード

地域性

住民層

人口格差

交通関連

公共施設

有力施設

核店舗

競合店

商店街の
種類

商店街の
取り組み

注意設備

将来変化

再開発、区画整理事業計画、道路拡幅計画、　

交通機関の増発、大型店などの出店、

マンションや団地などの住宅整備計画、

公共施設の整備計画

危険物取り扱い工場、交通事故多発道路、

氾濫河川、高圧線、反社会的団体拠点

キャンペーン、共同スペース、空き店舗対策、

ホームページ

高級商店街、大衆的商店街、学生街、飲食街

競合店・類似店の規模、質、売り上げ傾向

百貨店、スーパー、大型専門店

神社、仏閣、結婚式場、斎場、名所、旧跡、名勝

役場・役所、警察署、学校、病院、公園、

スポーツ施設、文化施設

電車、バス、駅、改札口、踏み切り、高架、

乗り換え、���乗降�客

昼間・夜間差、平日・休日差、

季節差（特に学生街の場合は要注意）

単身者、学生、子���������������ども�������������なし夫婦、子�������ども�����あり夫婦、

高年齢、2世帯、高・中・低額所得

オフィス街、商業街、工業地帯、住宅街、郊外、

文教地区、山林周辺、幹線道路沿い

社　名 所在地・電話番号 事業内容

（株）フード・
アトリエ康

東京都港区
�03-6419-3377

店舗企画コーディネーション、店舗開発デザイン、
メニュー作成、各種グラフィックデザイン、スタッ
フ教育など、飲食店経営にまつわる経営コンサルテ
ィングを行う。食品の開発・加工・販売の提案も

（株）バルニバービ
大阪市西区
�06-4390-6544

物件がある街や立地、顧客に合わせて飲食店をプロ
デュースする。総合的な支援はもちろん、人材育成
のみなど個別相談にも応じる。自社でも遊休施設を
カフェレストランなどに改装し、現在16店舗経営

（株）パシオ
東京都新宿区
�03-3232-9063

シンボルマークのデザインを切り口にしたイメー
ジ戦略で、新規オープンやリニューアルの飲食店
をプロデュースするのが特徴。「独立開業相談」や

「開業セミナー」（いずれも有料）も行っている

（有）ウィルプラン
大阪市中央区
�06-6222-2228

「飲食店を開業したいすべての人を応援する」がモット
ー。業態選択に始まり、開業後のサポートまでトータル
に手がける。物件探し、メニュー作成など、必要なもの
だけ依頼する部分プロデュースもOK

（株）アイアンドエス
東京都港区
    0120-771-607

飲食から物販まで幅広く対応。物件探しから、店
舗デザイン、メニュー開発、資金調達、販促にい
たるまでをトータルでプロデュース。開業希望者
向けのスクールも運営中

活動開始の準備

店
舗
物
件
を
探
す
前
に

　

店
舗
の
場
合
は
、
業
種
や
業

態
、
主
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
競
合

状
況
、
営
業
方
針
、
さ
ら
に
資

金
力
など

の
条
件
に
も
と
づ
き

なが

ら
、
出
店
地
域
（
商
圏
）

や
立
地
条
件
を
絞
っ
て
い
く
こ

と
に
なる。


言
い
換
え
れ
ば
、

店
舗
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
致
す
る

場
所
を
見
つ
け
出
す
わ
け
だ。


店
舗
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
否
を
決
め

る
の
は
、
一
般
に
「
場
所
が
７

割
」
と
い
わ
れ
る。

し
た
がっ


て
物
件
を
探
し
始
め
る
前
に
、

立
地
も
さ
る
こ
と
なが

ら
、
ま

ず
、
ど
ん
な
地
域
に
出
店
す
る

の
か
を
、よ
く
考
え
て
ほ
し
い
。

そ
の
考
え
方
と
し
て
は
、ま
ず
、

自
分
が
地
の
利
を
得
た
場
所
に

出
す
か
ど
う
か
。も

し
、
よ
く

知
ら
な
い
地
域
な
ら
、
通
行
量

調
査
や
周
辺
環
境
調
査
など

、

そ
の
場
所
を
徹
底
的
に
調
べ
る

必要が


あ
る。


　

ま
た
、
商
業
地
域
か
非
商
業

地
域
か
と
い
う
選
択
も
あ
る。


こ
こ
は
、
自
分
の
店
の
個
性
が

ど
ち
ら
な
ら
際
立
つ
か
、
と
考

え
て
み
る
と
い
い
。
さ
ら
に
商

業
地
域
で
も
、
有
名
繁
華
街
の

路
地
裏
立
地
と
、
郊
外
の
駅
前

立
地
と
、ど
ち
ら
が
い
い
の
か
、

と
い
う
よ
う
な
選
択
も
あ
る。


　

な
お
、
下
に
紹
介
し
た
よ
う

に
、
店
舗
出
店
の
た
め
の
総
合

的
な
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
く
れ
る

企
業
も
あ
る。

自
分
ひ
と
り
で

は
難
し
い
と
思
っ
た
ら
相
談
し

て
み
る
の
も
一
案
だ。


オ
フィ
ス
を
確
保
し
よ
う

　

オ
フ
ィ
ス
を
探
す
場
合
、
一

等
地
で
、
新
し
い
ビ
ル
で
…
…

など

と
見
栄
を
張
っ
て
も
仕
方

な
い
。
当
初
は
電
話
と
机
が
あ

れ
ば
い
い
と
割
り
切
り
、
そ
の

分
、仕
入
れ
や
営
業
費
用
など

、

直
接
、
収
益
を
生
む
も
の
に
投

資
し
よ
う
。もっ


と
も
、
オ
フ

ィ
ス
の
印
象
が
業
績
に
直
結
す

る事

業
の
場
合
は
話
が
違
う
。

　

さ
て
、
借
り
る
際
に
は
、
不

動
産
会社

を
訪
ね
る
前
に
開
業

予
定
地
へ
出
か
け
、
こ
れ
は
、

と
思
う
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
自
分

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
。
気

に
入
っ
た
物
件
が
あ
れ
ば
、
オ

ー
ナ
ー
を
調
べ
、
直
接
交
渉
す

る
こ
と
も可

能
だ。

こ
れ
で
、

少
な
く
と
も
仲
介
手
数
料
は
節

約
で
き
る。


　

ま
た
、
自
治
体
が
提
供
す
る

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ

ス
など

は
入
居
時
の
保
証
金
が

不
要
、
な
い
し
は
格
安
など

と

い
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
民
間

で
も
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
会社

に

よっ

て
は
、
礼
金
・
更
新
料
不

要など


を
売
り
に
す
る
と
こ
ろ

が
あ
る。

あ
ら
か
じ
め
、
こ
れ

ら
の
物
件
を
検
索
し
て
候
補
を

絞
っ
て
い
く
方
法
も
あ
る。

そ

れ
で
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
時

に
、
不
動
産
会社

に
依
頼
し
て

も
遅
く
は
な
い
。

　

さ
て
、
候
補
物
件
が
見
つ
か

っ
た
ら
、
次
は
契
約
条
件
や
使

用
条
件
など

を
チ
ェ
ッ
ク
。
ま

ず
、
契
約
面
積
に
注
意
。
仮
に

30
坪
の
物
件
が
あ
る
と
す
る
と
、

そ
の
30
坪
は
事
務
所
ス
ペ
ー
ス

だ
け
な
の
か
、
事
務
所
の
外
に

あ
る
ト
イ
レ
や
給
湯
室
も
含
む

の
か
要
確
認だ。


ま
た
、
そ
の

ビ
ル
は
24
時
間
自
由
に
使
用
可

能
か
、
そ
れ
と
も
一
定
時
間
で

退
去
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

か
。
あ
る
い
は
使
用
を
制
限
さ

れ
る
曜
日
は
な
い
か
。
ま
た
電

気
容
量
も要

チ
ェ
ッ
ク
。
小
規

模
オ
フ
ィ
ス
で
も
50
ア
ン
ペ
ア

以
上
は
欲
し
い
。
さ
ら
に
ビ
ル

内
や
周
辺
の
環
境
、
防
犯
上
の

レ
ベ
ル
や
設
備
面
、
管
理
会社


の
サ
ー
ビ
ス
内
容
なども


注
意

し
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

予
定
地
を
絞
っ
た
ら
必
ず
複
数

の
候
補
を
見
る
こ
と
。
高
額
物

件
を
つ
か
ま
な
い
た
め
だ
け
で

な
く
、
異
常
に
安
い
場
合
は
、

瑕
疵
物
件
（
か
し
ぶ
っ
け
ん
・

何
ら
か
の
問
題
が
あ
る
物
件
）

の
可
能
性
も
あ
る
か
ら
だ。


不
動
産
会
社
に
行
く
前
に

候
補
地
域
を
見
て
回
る

環
境
や
条
件
、設
備
な
ど

賃
料
以
外
も
重
要
項
目



店舗物件チェックシート

店舗工事の流れ

場　
　
　

所

建　
　
　

物

月
負
担
額

契
約
条
件

駅からの距離 電車以外の交通手段

周辺の環境
（住宅街、オフィス街など）

ターゲット層の往来量

競合店との距離

夜間や休日の出入り

電気容量������・給排水設備

トイレ（専用・共同・男女別）

家賃 管理費・共益費

看板使用料 駐車場代

敷金 礼金

保証金 権利金

どんな道路に面しているか

希望の床面積

自分の店の商品構成や特性を、「店舗」という器を使ってどう表現し
ていくか。そのコンセプトを十分に練り、設計・施工者と共有していく。
その際に、たとえば「アジアの混沌」とか「癒しの空間」など、キー
ワードを設定すると店づくりの狙いがイメージしやすい

構　想

構想にもとづいた、店の基本的なレイアウトを決定する。入り口の位
置、������������������������������動線����������������������������はどうつくるか、バックヤードはどれくらい確保するか、また
飲食店であれば厨房の面積・位置などを決定し、平面図にまとめてい
く。後悔しないためにも、しっかりとつめておきたい

基本計画

作成されたパース、平面図、天井伏図、立面図をもとに、レイアウト
の詳細を決め、許認可業種の場合は役所と折衝し、設備機器の計画・
設計などを行う。これらの要素を付加して、実際に店をつくるための
施工計画や実施設計図面が作成される

設　計

これには、複数の業者に見積書と施工方法の提案書を出してもらっ
て、その中から選定する「入札」方式と、あらかじめ特定の業者に施
工を任せる「特命」方式の2種類の方法がある。それぞれにメリット・
デメリットがあるので、予算など自分に合った条件で考えたい

見積もり

ここで一番注意したいのは、工事����������������代金��������������の支払い方法。「着工時に1／
3、中間時に1／3、竣工時に1／3」というのが一般的だが、オープ
ンした後に手直し工事が発生することもあるので、最後の支払いは
竣工してから1カ月後に、というかたちで相談するといい

契約・発注

工事に入ったら、近隣の店舗や住宅へのあいさつはきちんとしてお
く。また、現場のチェックは設計・施工者の説明を聞きながらマメに
行い、使い勝手などに問題がある場合は相談し、調整していく。店が
完成してからやり直すことを考えれば、出費も少額で済む

施　工

これは、施工業者との間で工事の完成を確認し合うこと。この時、工
事引き渡し受書を作成して、残工事、追加工事などについて、きちん
と話し合っておくことが大切だ。さらにこの後に、商品搬入や陳列、
従業員教育などを行う開店準備期間を十分に取っておくこと

引き渡し

さまざまな準備を終えて、いよいよ開店。この時に意外に困るのが、
お祝いの花を飾る場所である。友人や知り合いからのお祝いを粗末
にするわけにはいかないが、苦労してディスプレーした商品などを遮
るようでは本末転倒。万全の準備をして開店にのぞみたい

オープン

店
舗
を
工
事
し
よ
う

　

店
舗
物
件
を
確
保
し
た
ら
、

内
装
、
外
装
、
さ
ら
に
は
設
備

など

の
工
事
を
行
う
。
と
い
っ

て
も
、方
法
は
一
様
で
は
な
い
。

電
気
や
配
管
など

専
門
技
術
を

要
す
る
と
こ
ろ
以
外
は
す
べ
て

自
分
で
やる

方
法
か
ら
、
デ
ザ

イ
ン
は
自
分
で
行
い
、
施
工
だ

け
を
工
務
店
など

に
発
注
す
る

方
法
、
さ
ら
に
は
基
本
構
想
段

階
か
ら
プ
ロ
に
依
頼
す
る
方
法

など

、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る。

こ

の
ど
れ
を
選
ぶ
か
は
店
舗
コ
ン

セ
プ
ト
や
予
算
、
オ
ー
プ
ン
ま

で
の
時
間
など

に
よっ

て
決
ま

っ
て
く
る。が


、
最
近
は
、
低

予
算
で
も
仕
事
を
引
き
受
け
て

く
れ
る
デ
ザ
イ
ン
会社や


内
装

会社も


少
な
く
な
い
。
プ
ロ
に

頼
む
予
算
は
な
い
と
、
あ
き
ら

め
ず
に
声
を
か
け
て
み
よ
う
。

　

で
は
、
プ
ロ
に
依
頼
す
る
場

合
、
ど
う
やっ

て
探
す
の
か
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
施
工
実
績

の
画
像
を
ア
ッ
プ
し
て
い
る会


社
を
検
索
す
る
、
専
門
誌
で
探

す
、
知
人
の
ル
ー
ト
で
当
た
る

など

の
方
法
も
あ
るが

、
一
番

店
舗
を
確
保
し
よ
う

「
地
域
」
と
並
ん
で
重
要な

の

が
「
立
地
」
で
あ
る。

た
と
え

ば
交
差
点
の
角
地
の
物
件
が
あ

る
と
す
る。

各
角
に
は
合
計
４

物
件
あ
るが

、
こ
の
４
つ
は
決

し
て
同
じ
立
地
条
件
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
駐
車
場
付
き
の
雑
貨

店
を
出
店
す
る
と
仮
定
す
る。


一
番
い
い
の
は
下
り
車
線
に
面

し
て
、信
号
の
先
に
あ
る
角
地
。

次
は
下
り
車
線
信
号
手
前
。
僅

差
で
３
位
が
上
り
車
線
信
号
先
。

最
下
位
が
上
り
車
線
信
号
手
前

で
あ
る。

時
間
を
気
に
し
て
走

行
す
る
こ
と
が
多
い
上
り
（
住

宅
地
か
ら
都
市
部
へ
）
と
、
そ

の
逆
の
下
り
で
は
顧
客
の
心
理

状
態
が
ま
る
で
違
う
し
、
ド
ラ

イ
バ
ー
が
視
認
し
や
す
い
の
は

交
差
点
の
向
こ
う
側
で
あ
る。


もっ

と
も
、
現
実
に
は
、
交
差

点
周
辺
の
建
物
の
状
況
や
出
店

す
る
業
種
に
よっ

て
、
立
地
条

件
は
微
妙
に
異
なっ

て
く
る。


　

ま
た
、
商
業
地
域
など

の
場

合
、
通
行
量
が
多
く
て
も
、
そ

の
大
半
が
若
者
な
ら
高
額
商
品

を
扱
う
店
は
適
さ
な
い
し
、
乗

り
換
え
の
た
め
など

、
足
早
な

人が

多
い
場
所
な
ら
、
時
間
を

か
け
て
出
す
料
理
の
店
は
ダ
メ
。

　

駅
か
ら
何
分
、
駅
の
ど
ち
ら

側
など

、
大
ざ
っ
ぱ
な
条
件
だ

け
で
な
く
、
自
分
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
す
る人

々
の
動
き
を
よ
く

観
察
し
て
立
地
を
評
価
し
よ
う
。

　

さ
て
、次
は
物
件
探
し
だが

、

た
と
え
立
地
が
良
く
て
も
、
使

い
に
く
い
物
件
と
い
う
も
の
も

あ
る。

た
と
え
ば
40
坪
の
物
件

が
あ
る
と
す
る。

極
論
す
れ
ば

三
角
形
で
も
五
角
形
で
も
40
坪

は
40
坪
で
あ
る。ど


ん
な
形
状

を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
築
年

数
や
付
帯
設
備
の
内
容
、
保
証

金
や
賃
料
など

の
条
件
を
総
合

的
に
考
え
て
、
候
補
を
絞
る必


要が

あ
る。

さ
ら
に
、
気
に
入

っ
た
物
件
が
あ
っ
た
場
合
で
も

即
決
せ
ず
、
昼
と
夜
、
平
日
と

休
日
など

、
条
件
を
変
え
て
見

て
み
る
こ
と
が
肝
心
だ。


わ
ず
か
の
差
で
も

立
地
条
件
は
異
な
る

気
に
入
っ
た
店
舗
か
ら

内
装
業
者
を
聞
き
出
す

い
い
の
は
、
自
分
が
気
に
入
っ

て
い
る
店
舗
に
出
向
き
、
そ
の

店
の
オ
ー
ナ
ー
に
発
注
先
を
教

え
て
も
ら
う
こ
と
。
予
算
ま
で

聞
き
出
せ
れ
ば
申
し
分
な
い
。

　

ま
た
、
内
装
費
は
内
容
に
よ

っ
て
い
く
ら
で
も
跳
ね
上
がる。



複
数
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取

る
こ
と
が
大
前
提
で
、
費
用
に

関
す
る
条
件
も
あ
ら
か
じ
め
き

ち
ん
と
決
め
て
お
く
こ
と
だ。


　

な
お
、
内
装
工
事
を
行
わ
ず

に
開
業
す
る
方
法
も
あ
る。

い

わ
ゆ
る
居
抜
き
と
い
わ
れ
るも


の
で
、
前
の
借
り
主
の
内
装
を

そ
の
ま
ま
使
う
方
法
だ。

不
動

産
会社

に
居
抜
き
物
件
を
探
し

て
い
る
旨
を
伝
え
れ
ば
、
リ
ス

ト
を
出
し
て
く
れ
る。


物
件
は
即
決
せ
ず
、

慎
重
に
チ
ェ
ッ
ク
を

活動開始の準備



小売店�������の仕入れの流れ

飲食店の仕入れの流れ

消費者 海　外

小売店

飲食店

卸売業者 卸売市場・
オークション

メーカー 産　地

産　地

メーカー

卸売市場

卸売業者

スーパー・
一般小売店

古着、古本、中古車、中
古家具、中古ブランド
品をはじめ、各種のリ
サイクル品が仕入れら
れる。売れてから代金
を支払う委託販売な
ら、資金繰りもラクだ

現地買い付け、直接輸
入、輸入代行業者への
委託などがある。自分
で持ち帰れる量であれ
ば旅費を加えても格
安のケースは多い。商
習慣や法律の違い、関
税に注意！

現金問屋、メーカ
ー問屋、輸入商社
など、数々のタイ
プがある。条件を
よく確認したうえ
で、複数の業者と
取り引きしたい

花き市場などのセ
リには小売店でも
参加できる。また、
ペットや中古車な
どの民間オークシ
ョンも活発になっ
ている

仕入れ価格を抑制
するためにも���、��メー
カーとの取り引きを
実現したい。が、「問
屋通し」にこだわる
企業も少なくない。
直接�������取り引きできる
相手をマメに探そう

食料品などを扱う場
合は�������、������産地から直接
素材を仕入れる方
法もあり、それを特
徴として打ち出すこ
ともできる

生産農家などと直接契約
する方法がある。気に入っ
たものを少量、安価で調達
できるが、安定的な仕入れ
は難しい面がある

大量仕入れが前提の
セリに飲食店が参加
するのは困難

スーパーの「広告の品」
などは卸売価格より安価
な場合も。また業務用食
材や調味料をそろえるス
ーパーも増えている。少
量なら店舗近くの小売
店からでもいい

大手メーカーとの取り引
きは、修業先や店舗開発
業者などの紹介があれ
ば可能な場合も。小規模
メーカーであれば、個人
店でも取り引きは十分
可能

食材を総合的に扱う業
者、専門を持つ業者など
さまざま。品質、価格はも
とより、配達体制などサー
ビス面も重視して選ぼう

　

飲
食
店
の
仕
入
れ
先
と
し
て

一
般
的
な
の
は
卸
売
業
者
（
仲

卸
）
で
あ
る。

実
際
、
各
種
の

生
鮮
品
や
加
工
品
、
調
味
料
な

ど
を
調
達
す
る
に
は
便
利
だ。


で
は
、
数
あ
る
業
者
の
中
か
ら

ど
う
やっ

て
取
引
先
を
決
め
る

の
か
。も

ち
ろ
ん
価
格
、
店
舗

か
ら
の
距
離
、
配
達
サ
ー
ビ
ス

の
有
無
なども


基
本
だが

、
そ

れ
以
上
に
大
事な

こ
と
は
、
自

分
が
求
め
る
食
材
を
安
定
的
に

供
給
し
て
く
れ
る
の
か
ど
う
か
。

仕
入
れ
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
業

者
で
は
つ
ら
い
。
あ
る
い
は
、

希
少
な
材
料
を
欲
す
る
時
、
そ

れ
に
対
応
す
る
力
が
あ
っ
た
り
、

料
理
法
や
メ
ニ
ュ
ー
など

を
提

案
し
て
く
れ
た
り
す
る
相
手
も

あ
り
が
た
い
。

　

一
方
、
あ
など

れ
な
い
の
が

出
店
予
定
地
付
近
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る。

折
り
込

み
チ
ラ
シ
など

を
見
る
と
わ
か

るが

、
そ
の
日
の
特
売
品
と
い

う
も
の
が
あ
る。

こ
う
い
う
食

材
は
お
お
む
ね
卸
売
価
格
よ
り

も
安
い
。
こ
れ
を
利
用
し
、
た

と
え
ば
鶏
肉
が
安
い
日
に
は
鶏

肉
を
仕
入
れ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
る
こ
と
も
で
き
る。

ま
た
、

配
達
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
く
れ

る
卸
売
業
者
は
多
い
が
、
材
料

が
欲
し
い
時
間
ま
で
に
来
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る。

そ

う
い
う
意
味
で
も
近
所
に
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
あ
る
店
舗

物
件
を
探
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

仕
入
れ
る
こ
と
も
で
き
る。

イ

ン
フ
ォ
マ
ー
ト
（http://w

w
w

. 
infom

art.co.jp/ 

）
など

は
、

広
範
囲
の
食
材
や
食
品
を
取
り

扱
っ
て
い
て
な
か
な
か
便
利
だ。


　

一
方
、
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
の

外
注
先
探
し
は
、
ど
う
し
て
も

以
前
か
ら
の
人
間
関
係
に
偏
り

が
ち
。
信
頼
や
相
性
も
重
要な


フ
ァ
ク
タ
ー
だが

、
そ
れ
だ
け

で
は
広
が
り
がな

い
。
新
し
い

人
を
探
し
求
め
る
の
が
大
変
だ

と
い
う
の
な
ら
、
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
を
利
用
し
て
み
よ
う
。
想

像
す
るよ

り
低
コ
ス
ト
で
求
め

る人

材
を
確
保
し
て
く
れ
る。


コ
ス
ト
・
低
リ
ス
ク
の
仕
入
れ

を
目
指
そ
う
。

　

た
と
え
ば
、
海
外
か
ら
商
材

を
仕
入
れ
るな

ら
、
商
社
を
通

し
た
り
、
船
便
を
使
っ
た
り
す

る
と
コ
ス
ト
が
か
さ
む
。
自
分

で
出
か
け
て
手
荷
物
で
持
ち
帰

る。

あ
る
い
は
、
航
空
会社

の

乗
務
員
など

、
頻
繁
に
海
外
に

出
か
け
る人

に
品
物
を
指
定
し

て
、
買
い
付
け
を
頼
む
など

す

れ
ば
、
少
量
・
低
コ
ス
ト
の
仕

入
れ
が
で
き
る
わ
け
だ。


　

ま
た
、
仕
入
れ
費
用
ゼ
ロ
の

委
託
販
売
と
い
う
方
法
も
あ
る。


リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
、

最
近
で
は
雑
貨
店
など

で
も
用

い
ら
れ
るよ

う
に
なっ

て
い
る。


　

ま
ず
、
物
販
店
。
希
少
品
な

ど
、
競
争
力
の
あ
る
商
材
を
、

必要

量
、
ど
う
コ
ス
ト
を
か
け

ず
に
入
手
す
る
か
が
仕
入
れ
の

ポ
イ
ン
ト
に
なる。


物
販
店
と

一
口
に
言
っ
て
も
、
業
種
に
よ

っ
て
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
流

通
ル
ー
ト
は
ま
っ
た
く
異
なっ


て
い
る。

自
分
の
独
立
す
る
分

野
の
「
常
識
」
は
、
ま
ず
、
理

解
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
う
え

で
、
新
し
い
仕
入
れ
先
を
開
発

し
た
り
、
既
存
ル
ー
ト
の
隙
間

を
か
い
く
ぐ
っ
た
り
し
て
、
低

　

物
販
店
な
ら
ば
商
品
そ
の
も

の
、
そ
し
て
、
包
装
材
など。



飲
食
店
や
サ
ー
ビ
ス
業
の
店
舗

な
ら
ば
材
料
や道

具
、
さ
ら
に

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
の
場
合
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
外
部
ス
タ
ッ
フ
が

必要

に
なる。ど



ん
な
に
い
い

立
地
で
も
、
ど
ん
な
に
い
い
技

術
を
持
っ
て
い
て
も
、
ま
た
、

し
っ
か
り
顧
客
を
見
込
め
て
い

て
も
、
仕
入
れ
先
や
外
注
先
の

質
が
悪
か
っ
た
り
、
そ
の
サ
ー

ビ
ス
体
制
に
問
題
が
あ
っ
た
り

す
る
と
、
独
立
を
成
功
に
導
く

こ
と
は
難
し
く
なる。



  

仕
入
れ
先
・
外
注
先
の
決
定
、

確
保
は
、
失
敗
が
許
さ
れ
な
い

根
幹
作
業
と
心
得
て
ほ
し
い
。

仕
入
れ
先・外
注
先
を
確
保
し
よ
う

希
少
品
を
少
量
ロ
ッ
ト
で

仕
入
れ
る
努
力
が
基
本

食
材
は
卸
売
以
外
に
も

多
彩
な
ル
ー
ト
あ
り

外
部
ス
タ
ッ
フ
確
保
は

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
利
用
も



な
ら
な
い
よ
う
、
初
め
は
、
ゆ

っ
く
り
す
ぎ
る
く
ら
い
の
発
行

ペ
ー
ス
に
し
た
ほ
う
が
安
全
だ。


　

さ
ら
に
携
帯
電
話
の
コ
ン
テ

ン
ツ
配
信
会社

を
利
用
し
て
宣

伝
す
る
方
法
も
あ
る。


　

コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
宣
伝

方
法
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ

ー
ス
を
つ
く
っ
て
マ
ス
コ
ミ
に

売
り
込
む
方
法
も
あ
る。


「
ま
さ
か
自
分
が
マ
ス
コ
ミ
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
は
ず
がな

い
」

など

と
決
め
つ
け
ず
、
記
事
掲

載
を
依
頼
し
て
み
よ
う
。
首
尾

よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
れ
ば
効
果

は
想
像
以
上
に
大
き
い
は
ず
だ。


そ
の
際
の
参
考
資
料
と
し
て
も

使
え
る
の
で
、
営
業
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
も
自
分
で
作
成
し
て
お
く

と
い
い
。
最
近
は
カ
ラ
ー
プ
リ

ン
タ
の
精
度
も
高
い
の
で
、
少

部
数
な
ら
印
刷
会社など



に
発

注
し
な
く
て
も
オ
ー
ケ
ー
だ。


　

最
後
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
が
、
知
人
向
け
の
案
内
状
で

あ
る。

未
知
の
顧
客
も
大
切
だ

が
、
立
ち
上
げ
期
に
は
、
古
く

か
ら
の
知
人や

友
人が

何
か
と

力
に
なっ

て
く
れ
るも

の
だ。


必要

は
な
い
。
い
ろ
い
ろな

ア

イ
デ
ア
を
生
か
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に

応
じ
て
数
種
類
を
使
い
分
け
る

ほ
う
が
効
果
的
で
あ
る。


　

事
業
内
容
や事

業
の
特
徴
な

ど
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
も
有
効
。��


�
��


使
い
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
ソ
フ
ト
�や

無
償
の
ブ
ロ
グ
サ
イ
ト
�
�
�

が増

え

て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
自
分
で

つ
く
っ
て
み
る
方
法
が
あ
る。


自
分
で
作
成
す
れ
ば
����




宣
伝
��

コ
ス

ト
�����




�
�
�
�
�
�

は
大
き
く
�
�
�
�
�
�
�

下
がる。も



ち
ろ

ん
資
金
に
余
裕
が
あ
れ
ば
デ
ザ

イ
ナ
ー
など

の
プ
ロ
に
依
頼
し

て
も
い
い
。

　

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
す
る
方
法
と
し
て
、
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
の
発
行
が
あ
る。

こ

れ
も
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
有

効
な
宣
伝
方
法
で
あ
る。事


業

内
容
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
、
話
題
を
提
供
し
て
い
け

ば
、
お
の
ず
と
フ
ァ
ン
も増

え

て
く
る
は
ず
。
た
だ
、
気
張
り

す
ぎ
て
、
初
め
か
ら
「
日
刊
」

など

と
す
る
と
、
息
切
れ
し
て

し
ま
い
、
結
果
的
に
信
頼
を
失

う
恐
れ
が
あ
る。

本
末
転
倒
に

　

営
業
開
始
ま
で
に
、
名
刺
と

事
業
内
容
を
記
し
た
印
刷
物
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
など

の
営
業
ツ

ー
ル
は
作
成
し
終
え
て
い
た
い
。

　

特
に
名
刺
は
絶
対
必要だ。




名
刺
を
つ
く
る
際
に
留
意
し
た

い
の
は
次
の
３
点
。
①
相
手
に

わ
た
し
た
時
に
、
は
っ
き
り
と

氏
名
や
屋
号
、
肩
書
などが


わ

か
るよ

う
に
なっ

て
い
る
こ
と

②
相
手
が
名
刺
ケ
ー
ス
など

か

ら
見
つ
け
や
す
く
す
る
工
夫
を

す
る
こ
と
。
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ

の
名
刺
入
れ
など

に
保
管
す
る

人も

多
い
。
そ
う
い
う
時
、
上

に
なる

部
分
に
目
立
つ
色
が
刷

り
込
ま
れ
て
い
た
り
、
名
刺
自

体
が
色
紙
だっ

た
り
す
る
と
、

早
く
取
り
出
し
て
も
ら
え
る　

③
ア
ク
セ
ス
方
法
を
わ
か
り
や

す
く
す
る。

最
近
で
は
、
住
所
、

電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
携

帯
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
などが


あ
り
、
ど

う
し
て
も
紙
面
が
混
雑
し
て
し

ま
う
。表
裏
を
使
う
など

し
て
、

そ
れ
ら
の
文
字
が
小
さ
く
な
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
よ
う
。

な
お
、
名
刺
は
１
種
類
に
限
る

人
材
を
確
保
し
よ
う

名
刺
や
営
業
ツ
ー
ル
を
作
成
し
て

告
知
や
宣
伝
を
し
よ
う

名
刺
は
超
軽
量
小
型
の

強
力
営
業
ツ
ー
ル

方
法
も
あ
る。

求
め
る人

物
や

人
数
と
、
活
用
形
態
（
雇
用
契

約
か
業
務
委
託
契
約
か
）、
予

算
など

を
考
え
合
わ
せ
て
募
集

方
法
を
選
択
し
よ
う
。

　

な
お
、
正
社
員
（
期
限
を
定

め
な
い
雇
用
契
約
に
よる

従
業

員
）
採
用
は
、
固
定
費
の
増
加

や
、
経
営
環
境
変
化
へ
の
対
応

力
の
鈍
化
に
も
つ
なが

り
か
ね

ず
、
経
営
危
機
の
要
因
に
なる


こ
と
も
あ
り
得
る。

雇
用
す
る

な
ら
期
間
契
約
を
結
ぶ
、
あ
る

い
は
雇
用
せ
ず
、
派
遣
社
員
の

導
入
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の

活
用
、
さ
ら
に
は
、
同
業
者
同

士
で
の
フ
ォ
ロ
ー
など

の
手
段

も
積
極
的
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

確
保
す
る人

材
像
が
は
っ
き

り
し
た
ら
、
採
用
・
契
約
に
向

け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
。

募
集
期
間
や
選
考
期
間
など

は
、

勤
務
開
始
日
か
ら
逆
算
し
て
余

裕
の
あ
る
日
程
に
し
た
い
。

　

募
集
方
法
は
多
彩
に
あ
る。


知
人や

縁
故
を
頼
っ
て
紹
介
を

受
け
る。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
依

頼
す
る。

学
校
の
就
職
部
に
求

人
票
を
送
る。

求
人
情
報
誌
や

求
人
サ
イ
ト
を
活
用
す
る。

ま

た
、
自
社
サ
イ
ト
も
活
用
で
き

る。

さ
ら
に
は
、
新
聞や

業
界

誌
など

の
求
人
欄
を
活
用
す
る

　

自
分
に
は
な
い
能
力
を
補
っ

た
り
、
事
業
を
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
く

れ
る
ス
タ
ッ
フ
が必要だ。




そ

の
際
、
ど
ん
な
職
種
の
人が

何

人必要


か
、
ど
ん
な
能
力
を
優

先
す
る
か
、
ま
た
、
従
業
員
と

し
て
雇
用
す
る
の
が
い
い
の
か
、

業
務
委
託
など

の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
形
態
が
い
い
の
か
、
な

ど
は
事
前
に
決
め
て
お
き
た
い
。

雇
用
す
る
か
、

雇
用
以
外
で
確
保
す
る
か

備
品
を
調
達
し
よ
う

出
そ
う
。
た
だ
し
、
リ
ー
ス
は

分
割
払
い
だ
け
あ
っ
て
、
支
払

い
総
額
は
高
く
なる。


そ
の
点

は
頭
に
入
れ
て
お
こ
う
。

　

最
後
に
、
タ
ダ
で
手
に
入
れ

ら
れ
るも

の
は
タ
ダ
で
。
た
と

え
ば
、
粗
大
ゴ
ミ
を
こ
ま
め
に

物
色
す
る
、
閉
店
準
備
で
備
品

類
を
整
理
し
よ
う
と
し
て
い
る

店
舗
は
な
い
か
、
など

を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
る。

あ
る
い
は
、

友
人
・
知
人など


に
開
業
祝
い

と
し
て
必要

品
を
指
定
す
る
方

法
も
あ
る
し
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
など

の
「
譲
り
ま
す
」
コ
ー

ナ
ー
を
よ
く
見
て
い
れ
ば
、
と

ん
で
もな

い
「
お
宝
」
が
入
手

で
き
た
り
も
す
るも

の
だ。


プ
など

で
、中
古
品
や
再
生
品
、

新
品
キ
ズ
物
を
集
め
れ
ば
十
分
。

特
に
飲
食
店
の
場
合
は
、
厨
房

設
備
や
機
器
に
多
く
の
費
用
が

か
か
るも

の
で
あ
る。

こ
の
部

分
を
う
ま
く
リ
サ
イ
ク
ル
活
用

す
れ
ば
、
１
０
０
万
円
単
位
で

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が可

能
に
な

っ
て
く
る
は
ず
だ。


　

ま
た
、
リ
ー
ス
を
組
む
の
も

一
案
。
小
規
模
経
営
の
場
合
、

リ
ー
ス
を
い
やが

ら
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
るが

、
リ
ー
ス
会社

に

影
響
力
を
持
つ
機
器
販
売
会社


も
あ
る
の
で
、
粘
り
強
く
探
し

　

店
舗
の
場
合
、
そ
の
業
種
に

よっ

て
必要

不
可
欠
な
器
具
や

什
器
類
、
設
備
など

は
決
ま
っ

て
く
る。

ま
た
オ
フ
ィ
ス
を
開

く
に
し
て
も
、
事
務
用
品
や事


務
機
器
は
最
低
限
必要だ。が



、

独
立
当
初
は
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
ア

イ
テ
ム
を
絞
り
込
も
う
。
さ
ら

に
、
そ
れ
ら
の
備
品
類
は
新
品

で
あ
る必要


は
な
い
。
購
入
す

るな

ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

リ
サ
イ
ク
ル
品
を

積
極
活
用
し
よ
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

最
大
限
に
活
用
し
よ
う

コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い

宣
伝
方
法
は
ま
だ
あ
る

活動開始の準備



資金繰り表（キャッシュフローシート）���作成�例

法人税等

借入金返済

手形割引

借入金

その他

支払利息割引料

販売管理費

人件費 

支払手形決済

買掛金支払

現金仕入

その他

受取利息

受取手形期日落

売掛金回収

現金売上 468,000

3　月

350,000

2　月

563,000

4,151,000830,0001,450,000

1,000,000

287,000346,00068,000

983,0001,200,0001,036,000

800,000800,000800,000

664,000

5,000

685,000652,000

3,000,000

▲500,000

1　月

営　

業　

収　

入

営　

業　

支　

出

財　

務　

等　

収　

支

計（A） 4,619,0001,180,0003,013,000

計（B） 2,739,0003,031,0002,556,000

計（D） ▲500,0003,000,000

営業収支差額（A）--（B）=（C） 457,000 ▲1,851,000 1,880,000

当月資金残高（E）+（F）

前月資金繰越（F）

総合収支差額（C）+（D）=（E） 1,380,0001,149,000457,000

2,543,0001,394,000937,000

3,923,0002,543,0001,394,000

手
元
に
資
金
がな

け
れ
ば
身
動

き
で
き
な
い
。
し
た
がっ

て
収

支
の
管
理
と
は
別
に
、
い
つ
、

ど
こ
か
ら
、
実
際
に
資
金
が
入

っ
て
く
る
か
を
管
理
し
な
い
と

い
け
な
い
。
そ
れ
を
表
し
た
の

が
上
の
シ
ー
ト
で
あ
る。

こ
れ

は
結
果
を
書
き
入
れ
るも

の
で

は
な
く
、
事
前
に
先
の
入
出
金

を
予
測
し
て
書
き
込
む
も
の
で

あ
る。

そ
の
予
測
を
書
い
て
み

て
、
表
の
最
下
段
に
あ
る
「
当

月
資
金
残
高
」
が
マ
イ
ナ
ス
に

なるよ


う
な
ら
、
そ
れ
ま
で
に

資
金
の
手
当
て
を
し
な
い
と
ま

ず
い
と
い
う
こ
と
だ。も


し
、

そ
う
なっ

た
ら
取
引
先
に
予
定

よ
り
早
く
支
払
っ
て
も
ら
う
よ

う
依
頼
す
る
か
、
現
金
払
い
や

そ
れ
に
近
い
支
払
い
速
度
の
仕

事
を
急
に
受
け
る
か
、
あ
る
い

は
支
払
先
に
待
っ
て
も
ら
う
か
、

ど
れ
も
ダ
メ
な
ら
借
り
入
れ
を

起
こ
す
、
など

の
方
策
を
取
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

�
����������










な
お
、
独
立
当
初
は
多
く
の

場
合
、
売
り
上
げ
の
回
収
が
で

き
て
い
な
い
の
に
、
支
払
い
が

起
き
る
た
め
、
資
金
繰
り
が
苦

し
い
時
期
で
あ
る。

こ
こ
を
切

り
抜
け
な
い
と
軌
道
に
乗
る
前

に
す
べ
て
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

　

し
た
がっ

て
独
立
資
金
は
全

額
を
開
業
時
に
投
下
せ
ず
、
数

カ
月
先
ま
で
の
資
金
繰
り
を
計

画
し
て
、
不
足
し
そ
う
な
支
払

い
の
た
め
に
一
定
額
を
残
し
て

お
く
必要が


あ
る。


指
定
の
銀
行
で
、
指
定
の
金
額

を
現
金
に
で
き
る
、
と
い
う
証

文
だ。

通
常
、
現
金
化
の
期
日

は
手
形
振
出
日
の
90
〜
１
２
０

日
後
が
多
い
。

　

こ
れ
を
ス
ト
ー
リ
ー
に
す
る

と
こ
う
なる。


１
月
４
日
か
ら

仕
事
に
着
手
、
そ
れ
を
３
月
10

日
に
納
品
。
そ
の
月
の
末
日
に

５
０
０
万
円
の
請
求
書
を
発
行
。

翌
々
月
の
末
日
（
つ
ま
り
５
月

31
日
）
に
「
１
２
０
日
手
形
」

を
集
金
。
９
月
30
日
に
銀
行
へ

行
こ
う
と
思
っ
た
ら
、
あ
い
に

く
土
曜
日
。
２
日
後
の
10
月
２

日
に
銀
行
へ
。事

務
処
理
を
経

て
10
月
４
日
に
やっ

と
現
金

に
。
実
に
仕
事
開
始
か
ら
９
カ

月
後
。
こ
ん
な
ふ
う
に
収
入
の

時
期
は
ズ
レ
る。

し
か
も
、
そ

の
間
に
も
支
払
い
は
続
く
。
外

注
先
へ
の
ギ
ャ
ラ
、
毎
月
の
給

料
や
家
賃
、
借
り
入
れ
の
返
済

など。


し
か
し
、
あ
る
は
ず
の

５
０
０
万
円
は
10
月
４
日
ま
で

な
い
。
と
う
と
う
や
り
繰
り
が

で
き
ず
、
帳
簿
は
黒
字
の
ま
ま

倒
産
。実
際
に
よ
く
あ
る
話
だ。


　

事
業
は
、
黒
字
で
も
赤
字
で

も
、
資
金
さ
え
あ
れ
ば
続
け
ら

れ
るも

の
で
あ
る。ど


ん
な
に

赤
字
で
も
、
借
り
入
れ
を
し
て

資
金
を
回
す
こ
と
は
で
き
る
し
、

反
対
に
ど
ん
な
に
黒
字
で
も
、

そ
も
変
動
す
る
し
、
入
金
時
期

も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る。

現
金
取

引
だ
け
な
ら
い
い
が
、
請
求
書

を
発
行
す
る
掛
け
売
り
が
あ
る

と
、月
末
締
め
の
翌
月
末
払
い
、

翌
月
５
日
締
め
の
翌
々
月
15
日

払
い
など

、
相
手
の
支
払
い
条

件
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
く
なる。



さ
ら
に
支
払
い
方
法
が
、
現
金

集
金
や
口
座
振
り
込
み
な
ら
い

い
が
、
約
束
手
形
を
振
り
出
す

取
引
先
も
少
な
く
な
い
。
約
束

手
形
と
は
、指
定
し
た
期
日
に
、

い
カ
ー
ド
の
利
用
代
金
が
足
り

な
い
。な

の
で
友
人
か
ら
不
足

分
を
借
り
て
穴
埋
め
し
、
翌
月

25
日
の
給
料
で
そ
れ
を
返
す
。

立
派
な
資
金
繰
り
で
あ
る。


　

で
は
、
な
ぜ
事
業
資
金
の
資

金
繰
り
に
なる

と
大
変
な
の
か
。

事
業
の
収
入
は
給
料
と
違
い
、

不
定
額
で
あ
り
、
不
定
期
だ
か

ら
で
あ
る。

売
り
上
げ
は
そ
も

て
い
く
資
金
の
や
り
く
り
を
円

滑
に
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る。


意
味
と
し
て
は
簡
単
で
あ
り
、

誰
で
も
す
で
に
生
活
レ
ベ
ル
で

もやっ


て
い
る
こ
と
で
あ
る。


た
と
え
ば
、
毎
月
25
日
に
給
料

を
も
ら
う
。
家
賃
は
月
末
ま
で

に
、
光
熱
費
は
翌
月
５
日
ま
で

に
支
払
う
。が

、
翌
月
10
日
ま

で
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

最
後
は
独
立
か
ら
数
カ
月
後

ま
で
の
資
金
繰
り
に
つ
い
て
。

　

ま
ず
は
、
そ
の
言
葉
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
か
ら
理
解
し
よ
う
。

資
金
繰
り
と
は
、
手
元
に
入
っ

て
く
る
資
金
と
、
手
元
か
ら
出

当
面
の
資
金
繰
り
を
計
画
し
よ
う

不
規
則
な
入
出
金
…
…

目
を
離
す
と
大
変

最
悪
の
場
合
は

「
黒
字
倒
産
」も
あ
る

活動開始の準備


